
              

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の青大学生健康診断の結果から 

体格 ～肥満率は男女ともに全国平均以上～  

  「やせ」は男女ともに全国平均と比較しても標準的です。しかし、問題なのは「肥満」です。男子は全国平均 

の２倍以上（26.2％）、女子に至っては３倍以上（17.0％）となっています。また、そのパーセントは一昨年 

度よりも高くなっています。 

 最も病気になりにくい体重とは～日本肥満学会では BMI22を標準体重と定めています～  

「BMI」は、体格指数のことで「体重(㎏)÷身長(m)の 2乗」で算出されます。日本肥満学会では、男女とも 

に BMI が 22のときに最も病気になりにくく、この時の体重を標準体重と定めています。 

例）標準体重の求め方：身長 170㎝の場合 ➡ 22（BMI）×1.7m（身長）×1.7m（身長）＝63.5kg 

尿検査 ～腎臓と肝臓の異常発見～  

「蛋白」や「潜血」は、腎炎や膀胱炎、「ウロビリノーゲン」は、肝炎や胆管結石等の異常を知ることができ

ます。昨年度は、「2＋」「3＋」等の高値陽性者がありましたが、精密検査の結果「異常なし」と診断され、

現在は通常通りの学校生活を送っています。尿検査は、激しい運動やストレス・発熱等の影響などから、一時

的に異常値を示すこともあるので、不安なまま放置するのではなく精密検査を受けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新年度のスタートは学生健康診断から～  

今年度の学生健康診断は、4月 5日（土）から始まり、毎週土曜日に正徳館で行われました。 

今、学生である皆さんは、受診しなくても厳しく問われることはありません。しかし、社会人となり様々

な会社や企業へ就職すれば、年に 1回の健康診断は任意ではなく義務となります。 

昨年度の平均受診率は 73.0％。各学部とも共通しているのは、1 年時の受診率の高さに比べ、2・3 年時に

なると下がる傾向にあることです。青大生の皆さん、今年度の健康診断は受診しましたか？ 
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